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1.は じめに

この度 「主体的 ・対話的で深い学び」を柱とした学習指導要領の改訂がなされた(文 部

科学省,2017)。 これからの社会を見据えて,今 あるべき教育を考えた素晴らしい改訂で

ある。しかし,今 まで幾度となくこうした改訂がなされても,「小学校現場で"実際に行わ

れている理科授業"に大きな変化はなかった」というのが,小 学校現場で40年 近く授業を

してきた私の実感である。どうして現場の理科授業は変わらないのだろうか。また,今 回

の改訂を 「絵に描いた餅」に終わらせないためにはどうすればいいのであろうか。

現状を変えたいと思うとき,ま ず第一は教育現場の本当の姿を知ることである。次に実

践可能な授業像を具体的に示すことである。本稿では,現 場の理科授業の問題点を明らか

にし,そ の改善点を示 した上で実践した5年 生 ・「植物教材」の授業を報告 したい。

こうした現場の報告は,理 科教育に長年関わった者の責務であると思い本稿を著す次第

である。現場の教師のほとんどは,教 科書の内容を教えるだけで手一杯。いくつもの事を

試みた本実践が,そ んな教師達の授業に少しでも参考になればと願いつつ報告したい。

皿.小 学校現場の理科授業の実態と,改 善への方向性

現場の理科授業が変わらない大きな原因の一つは,自 分の持つ 「理科授業に対する考え

方」が変わらないからではないか。現場の教師には 「変化を受け入れ難い」点で根強いも

のを感 じる。では,変 えるべき 「理科授業に対する考え方」とはどんな考え方なのか。

1.「 教科書を教える」理科授業か らの脱却

「教科書を教 える」のか 「教科書で教える」のかとい う問いは古 くからある。だが教育

現場では旧態依然 として,教 科書 と全く同じ内容 ・展開に終始 している姿がとても多い。

教師にとっては 「教科書 さえしっか り教えればいい」のであろうが,児 童にとってはどう

だろうか。教科書に書いてあるのと同じ授業なので 「面白くない」 ・ 「つま らない」 とか

「塾で習ったので,よ くわかっている」 とか言 う理 由で授業に集 中しない児童が少なくな

い。児童の主体的な学習を重視 しようとい う今 日,「 教科書に忠実に教えてさえいれ ばい

い」 とい う授業への考 え方は改めたほうがよいのではないだろ うか。

2.「 テス ト第一主義」をやめる

ペーパーテス トテス トで高い点をとることだけを目指す 「テス ト第一主義」の授業を目

にすることも多い。今,現 場で多 くなされてい る業者テス ト。その問題のほとんどは,教
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科書の内容を理解 ・記憶 しておけば点が取れるテス トである。テス トには正解があり,正

解は教科書を見れば大抵わかる。AI・ コンピューターが益々進出するこれか らの社会。 し

かも一人一台タブレッ ト端末 を持つ ようになった現在,教 科書 さえ見れば問題が解けるテ

ス トに意味はあるのか。む しろ,疑 問をもったり問題 を作ったり,答 えがあるか どうかわ

か らない問題に挑む能力こそが,こ れか らの時代 に必要 とされるのではないだろ うか。

3.一 人ひ とりが異なる観察 ・実験をする

同じ教科書 ・教材を使い,理 科室にある同じ器具を使 って観察 ・実験す るのが当た り前

だ と思ってい る教師がほとん どであろ う。同 じ教材 ・器具を使 って授業す ると,教 師は指

導 しやすい。児童のつまずきにも気づきやすい。では,児 童はどうか。児童 が主体的に探

求活動をするなら,理 科室にある実験器具を自由に使いた くなるものである。例 えば花や

実を観察す るときを考えてみ よう。実験器具として,ル ーペ,解 剖顕微鏡 双眼実体顕微

鏡な どの実験器具がある。それ らの実験器具の使い方を学習 した後に,そ れ らを自由に選

んで観察できるようにす ると,学 習意欲 も上がるに違いない。

4.「 何のために観察 ・実験す る」のか?

このことにつ いては,以 前指摘 したように(児 島,2019),今 の小学校現場での実験は,

「教科書に書いてある結果になるよ う求める実験」・「理解 させるための手段化 した実験」

となっている。 「問い」か ら始ま り,そ れを実験 ・観察で明 らかにする授業展開である。

それは,い くつかの実験結果 を積み重ねて結論を得 るとい う 「帰納的」な学習展開である。

ただし,実 験結果は教科書に書いてあるので,実 験前か らすでに知ってい る児童 も少な く

ない。教科書 に示 してある結果 をさも実験からわかったかのよ うに扱ってい るだけである。

そのため 「教科書に書いてある通 りの結果になる実験が成功だ。書いてある通 りの実験結

果にならなければ実験は失敗だ」 と思っている児童が多い。教科書通 りの結果になる実験

をす る意味は何だろうか。言葉だけの説明より,自 分たちの身体 ・五感 を使 って実際に観

察 ・実験するのは,理解を確実に した り実験器具の操作に慣れた りする点では意味がある。

では,理 科授業における実験の意味はそれだけなのであろうか。理科教科書では,予 想

→実験→結果 とい う順を追っていて,実 験から一見科学的に結論 を得てい るよ うにみえる。

しかし,結 果がわか らないか らこそ,実 験をす るのが 自然科学である。 しかも自然科学で

は,一つの実験か らす ぐに一っの結論に達することなどまずない。また同 じ実験結果でも,

その解釈 が異な り違 った結論 を主張す ることなどざらである(児 島,1993)。 小学校理科

における実験 と,自 然科学における実験 とは違っている。児童の思考過程を考えるなら,

失敗や思い通 りにいかない実験のある,自 然科学 と同 じ考えの実験のほ うが児童に合って

いるように思える。児童は,わ か らないことに挑戦することが好きであ り,学 習意欲が出

る。小学校理科です る実験は,べ 一パーテス トに出題 しやすい,す なわち 「正解が一っ」

や 「出題 ・採点 しやすい」実験ではないか とさえ思って しま う。

5.「 帰納的」か ら 「演繹的」な授業展開へ

今までの 「理科授業に対す る考 え方」 とは違い,植 物をみる見方に関係 している。 ここ

では,発 芽 ・受粉 など植物の生命活動を学習 し,最 終的に 「植物の命 は受 けつがれていく」

という結論を導いている。 しか し,「帰納的」に実験結果を積み重ねて も,「植物の命が受

けつがれていく」結論に児童 はなかなか達 しない とい う私の経験がある。む しろ,結 論 を

先に教えて 「演繹的」に展開 した方が児童に 「命 のつなが り」を理解 させやすいのではな
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いか と考 える。っま り,植 物が命をつな ぐために どのような工夫を しているかとい う視 点

で,発 芽 ・受粉 ・種子の散布な どをみてい こうとい うわけである。

6.ノ ー トは何のために書 くのか?

理科の授業を見ている と,教 師が書いた板書を必死 になって写 している児童の姿をよく

見かける。 しかも書いていることは,教 科書 に書いてあることがほとんどである。実験結

果で さえ,教 科書 を見て書いているくらいだ。書 くことで知識が記憶 されやすい ことは否

定 しない。だが果たして,ノ ー トを取る意味は何 なのだろ うか。私は,「自分の気づ き ・発

見 ・疑問」などの自分に しか書けないことを表現するのがノー トだと思っている。また,

週3時 間の理科の授業時間 しか出会えない非常勤講師にとっては,「 児童の声を拾 う」貴

重な手段だ とも思っている。

児童は,書 いたことが認め られ授業に使われてこそ,「 書いて良かった」と思 う。また,

書いた ことを他の児童に紹介することで,児 童同士の交流にもなる。一人一台のタブ レッ

ト端末を持つようになった今 日,ノ ー トでな くてもそ うした機器を使 った教師 ・児童同士

の交流が容易になった。 「友 と共に学ぶ喜び ・楽 しさ」にもつながると考える。

皿.理 科授業改善の試み ～5年 生 ・植物教材での実践～

実践 した学校:枚 方市立小学校5年 生(3ク ラス82名)

実施年月 日:2021年6月 及び9月

1.「 植物の発芽と成長」の学習

授業の流れ と,それに対する児童の反応 がわか りやすいよ うに,両 方 を時系列で述べ る。

【単元の導入につての私の考 え】

導入は大事である。児童の学習意欲に火をっ けるか らだ。

導入では,"自 分 との距離が近い"素材,す なわち,日 常よく見

かけていた り,使 っていた りする物を示す ことが一つのポイ

ン トである。 さらにそれ を見せた時,予 想外 の驚きがあった

り,疑 問がわいた りするよ うな素材だとなお良い。 こんな考

えか ら,図1の ようなタンポポの綿毛を用いた。6月 に非常勤

講師 として着任 して,児 童 との出会いの授業であった。

【授業の展開と児童の反応】

1)「 瓶に入ったタンポポの綿毛」を各班の机 上に一個ずつ置

いた。

【児童の疑問】

・「なぜ ,小 さい口のびんに綿毛が入るの?」

・「綿毛は身近なのものですが,よ く見ると疑問が出てきま した。」

・「綿毛は茎を切 ると,し おれないの?」

図1瓶 に入れたタンポポ

の綿毛

・「最初はなんでかなと思ったけど,他 人の意見を聞いて少 し想像することができた。」

2)「 綿毛は種子である」 ことを,本 にある写真(小 川,2015)で 教えた。

3)児 童はルーペを使い,「 タンポポの綿毛」 を観察 した。

【児童のノー ト】

・「なぜ ,タ ンポポの綿毛は飛んでいくのか疑問に思った。」
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・「タンポポの花は飛ばないのに,綿 毛はなぜ飛ぶの?」

・「なぜ花か ら種が生えるの?」

・「今度家で,こ んなタンポポの綿毛を作ってみたい。」

4)「 なぜ,花 か ら種ができるのだろ うか」と問いを投

げかけなが ら,岩 間(2014)を 活用 しタンポポの一生

を次のよ うに説明 した。

「綿毛の種子は風に吹かれて飛んでい く」

↓
「その種子が地面に落ちて発芽する」

↓
「発芽した種子が成長して花を咲かせる」

↓
「そ してまた,花 から綿毛(実)が できる」

5)「こ うして植物は,必 死に命 をつなごうとしている」

と結論を説明 した。そ して,そ れ をまとめた模造紙を

黒板に貼った(図2)。

う

隻

す

"{

の

ゾ
7

糞

〆

壱

♪
苧

、

命

磐

!

季

粥蘭●ー

監
誕紛

鍵襟誰灘
翔

図2黒 板に貼 った 「植物の一生」

6)校 庭で花や実を自由に取ってきて,ル ーペなどを使 ってそのつ くりを観察 した。

【児童のノー ト】

・「他の人 とは違 う花で,い い発見ができた。」

・「花を解体 して 楽 しかったけ ど,少 し気持ち悪かったです。もっとや りたいです。」

・「私が見つけたのは実で した。つぶ した ら黄色いものが出てきて,そ れは花粉なのかを知

りたかった。また外に出ていろんなものを取 りたいです。」

以後,理 科の時間には,こ の模造紙を黒板の端 に貼 り,児 童が常に植物の一生を意識す

るようにして学習を進めた。

【児童の反応】

・「あの綿毛が飛んで行ってまたタンポポが咲 くなんて知 って,び っくりした。」

・「一つの花でわた毛(種 子)が 何 こできるのか?子 孫を残すために花の数 よりわた毛

(種子)の 方が多いのだろうか?」

【教師の感想】

「演繹的」な授業展開をすると,先 ほどの 「なぜタンポポの綿毛は飛んでいくのか」・「な

ぜ花よりも種子の数の方が多いのか?」 とい う児童の疑問にもよ り容易に答 えることがで

きた。また,い ろんな植物がそれぞれ工夫 して命 をっないでいるいることを知ると,児 童

は 「植物のた くま しさ」・「生命活動のす ごさ」に驚いていた。

【教科書以外に使用 した教材】

(1)「NHKfbrschoo1」 にある植物教材のテレビ番組

(2)私 が身の回 りで見つけた花 ・実 ・種子の実物:栗 の花,マ ンゴーの種子,け しの種

子,タ ンポポの綿毛入 りペ ンダン トな ど

(3)私 が持っていた実物:モ ダマの さや,ツ ノゴマの種子

(4)絵 本 『や さいのおなか』(き うち,1997):野 菜の断面が白黒の絵で示 してあり,児

童は絵を見てどんな野菜か当てるのである。ここでは,11種 ある野菜 の中で 「実」は どの
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野菜か,な ぜそ う考 えたのかを問 うた。

(5)い ろんな花 ・実 ・種子の写真数十枚(A3版)(西 川,2006)

(6)DVD「 野菜 ・果実の花図鑑」(全 国農業協同組合連合会)

2.「 花から実へ」の学習:一 人ひとりが,異 なった 「実 ・種子」 を使って

【この単元の教材に対する私考え】

教科書では,ヘ チマ ・カボチャなどの限 られた植物 しか扱われ られていない。一斉に教

えようとす ると,少 ない植物,典 型的な植物の方が教えやすい し,テ ス トにも出題 しやす

い。 しかし,植 物はた くさんの種類があ り,多 樹 生に富んでいる。多様だが,「子孫をつ な

ぐ」 とい う点では共通 している。 ここでは知識 ・理解 よりも,い ろんな実 ・種子を調べ る

面白さ ・楽 しさを児童に体験 させたい と考えた。

【授業の展開と児童の反応】

1)い ろんな種子 ・実を容器 に入れ,

容器 に番号 と実 ・種子の名前を書い

て机に置いた。

2)図3の プ リン トを渡 した後,児

童 に実物 を見せて,自 分の調べる種

子 ・実を選ばせた。

3)観 察するのに必要 と思われる実

験器具 を示 した。図4の プ リン トを

見せながら,使 い方 の説 明をした。

このとき,安 全面に気 をつ けて使 う

よう注意 した。特にカ ッターナイフ,

包丁 といった刃物 は教師 の 目が届

く教卓で使 うようにした。

4)「 種子 ・実 を調べ,秘 密 を発見

しよう」 と課題 を示 した。 「子孫を

っ な ぐた め に こ うな っ て い る

のか」とい うことに気づけたらすご

いね とも付 け加えた。

5)各 自,選 んだ実 ・種子 を,自 分

に適 した実験器具を選んで使い,自

由に調べていった(図5,6,7)。

6)自 分の調べ た物で,気 づいた

事 ・発見 した事 ・疑問な どを 自由に

ノー トに書いた。

用 慧 した 穣

A.擦 ・種 子 茎

璽.ハマユウの難2、 スズメヴjの 嚢3.紺x串 の窯4,7ホ ガドの種子

5,フ ウセンカニ罵ラの鍵6、7ウ の鷺7。 董ニマ,ヤ スギの獲の糞鎚醸分

8,ヌ マスギの宴9.サ イカチのさΨく犠子のカパー》 壌0.コダカうソウの羅

11.ク ルミの雛子12.ツ ノ=fマの嚢13.=ワ ウ飾シの謹子14.ヒ シの案

壌5、ツク'㈲ 纏=子16.=」1マ の霧 霊7.ム ケ貸ジの●子 壌8.IVtの 饗

堪9.モ モの雛子20.ツ バ串の婁 のカラ・顯子2鳩,イ チ灘ウの讐子(ギンナン

22、歌ゆすナモミの嚢23.ル ナリアのさや(繊 子のお灘い)

24.チ ュ帽謎〃 プの實25,ド ングリ(カシリナラ6ヒシなど)の賓く顯子)

26.ピ ーマンの實27.力 横チやの朝1子28,ジ 争ツウ7ル ーツの緻子

29.へ 夢マの嚢30.チ?ン チン肇糊 匿子31.マ ン5」隔の穫子

32、 ジV劉門膨ンタの賞33。 ハツカクO霧34。 ウメボシ

35.ヒ マワ攣の花・癖(穣子)36.7XSの 徽子・さや37.言=ほ うの宴

【灘童が釦トつて劇ら物〕38.ナ シの裏39.マ サーコールドの乾40.リ ンコの霧

図3調 べ る 実 ・種 子

¶.ビ鱒カー2.鷺 子てんU「ん

5.斬 霞繕6.白 い総

1.カ ッターナイ72.包T3.ベ ンチ4.ラ ジオベンチ

5.倉 つち6.ニ ッパー7.万 力8.条 のこ9.ヨ ウ引隆鍍

図4観 察に使用できる実験器具など

7)ノ ー トに書いた ことを紹介 したい児童が,ク ラス全員の前で 口頭発表 した。

8)次 時に教師が,児 童のノー トの写真をテ レビに映し,ク ラス全体に紹介 した。

【授業後の児童のノー ト】

・「普段できない事が理科室でできて良かった。」
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・「割 っていろいろ観察できたか らとても楽 しかった。」

・「いろんな種があって面白かった。オオオナモ ミのとげはす ごかった。」

・「いろんな発見や体験ができて楽 しかった し,面 白かった。」
・「たくさん疑問がでたけど多すぎて書けない

。」
・「分解するのは楽 しかった。」

・「実は外側 で見るの と,中 を割ってみるので全然違って面白かった。」
・「ピーマンの中には種がいっぱいあった。命 をつな ぐためにあるのだと思った。」

【教師か らみた児童の様子】

ほとん どの児童は楽 しそ うに調べていたが,何 をして良いか分か らず困っている児童 も

いた。「児童の選択 に任す」とい う形の授業に慣れていない こともあろうと考 え,声 をかけ

て支援 した。ある一人の児童の様子 に驚いた。普段,説 明を聞く授業には集 中できず,私

語が絶えない児童である。その児童が鮮やか手つきで包丁を使い,持 ってきた梨の実を切

っていた。小学生 とは思えない手 さばきに他の児童 も驚き,感 心 していた。普段 と余 りに

も違 う自信に満 ちた動 きで,活 躍の場 があるとこうも違 うのかと思った。

図5実 ・種子を選ぶ 図6万 力でおさえ種子を切る 図7ヨ ウ素液を種子につける

今回の授業 と,よ くされている授業 との比較をもう一度ま とめておきたい。

(1)自 分で,教 科書にはない事実を色 々と発見する く一レ ーつの正解を求める

(2)一 人ひ とりが,違 う物 を違 う方法で調べる・← レ 皆が同 じ物 ・同 じ方法である

(3)選 択 ・活動 の自由がある く→ 轍 科書で決め られた もので同じ活動をす る

(4)い ろんな実 ・種子の実物を使 う⇔ 映像を使 うことも多い

(5)多 くの実験器具 ・道具 を使 うく→ ・教科書に示 された器具だけを使 う

3,「 ヨウ素液」を使った実験

【この実験に対する私の考え】

ヨウ素液 を使 って種子に含 まれ る養分 を調べる実験 であ る。教科書では,イ ンゲ ン

豆の子葉部分が青紫色に変化 し,で んぷんがあることを確かめている。 ところが この実験

で,「でんぷん以外のものではどうなんだろう」と思 う児童が必ずいる。でんぷんを多 く含

んだパン ・ご飯 ・片栗粉だけでなく,砂 糖 ・食塩にもヨウ素液をたらす実験 を追加 した。

結果がわからない実験なので,児 童 の関心が高いはずである。

【児童のノー ト】

・「ノー トにヨウ素液 がついて青紫色になったのに驚いた。 ノー トにでんぷんがある?」

・「食塩 と片栗粉 は予想外の結果だった。予想のはばが広が りました。」

・「ごはんやパ ン,片 栗粉はす ぐに青紫色 になるのにインゲン豆は反応す るまでになぜ時間

がかかるのだろ うか。」
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・「でんぷんがあるものにはタンパク質が多いと思った。」

・ 「砂糖 と食塩に栄養がないわけではな く,違 う栄養が含 まれていると思 う。」

4.毎 時間,ノ ー トの紹介から授業を始めた

授業後 に提出 させた ノー トに 目を通 し,児 童独 自

の気づき ・疑問等にはスタンプを押 していった。ス

タンプがたまればシール を貼って学習意欲 を高める

ようにした(図8)。 児童に紹介 したい ノー トは写真

に撮 った。そ して,次 の授業の初めに,テ レビに映

してクラス全員に紹介 した(図9)。

【児童の感想(ア ンケー トよ り)】

・「ノー トにスタンプ押すのはいい。頑張ろうと思 う。」
図8ス タンプとシール・「テ レビにノー トを紹介す ることで

,こんなふ うに

絵 とかを書いた らいい と思った。交流ができ,他 の

人の考えたことを知れて 「確かに」 と思った。」

・「ノー トを紹介 してくれると,参 考 になる。」

・「他の人が どのよ うなことをノー トに書いて

いるかかを知るのも楽 しみの一つ。」

・「今までの授業は聞いて書くだけの授業だった。」

・「テレビに自分のノー トが うつると,質 問に答 えて

くれ るので嬉 しかった。」

・「もう少 し,遊 び ・楽 しみながら授業す るのもいい

じゃないかなと思 う。」
図9ノ ー トを紹介する教師子

1▽.

本実践 をペ ーパーテス トの点数だ

けでの評価す るのは簡 単で あるが,

「児童 に とって良い実践だったかは

どうか」はそれだけでは評価できない。

理科授業は児童の興味 ・関心 ・意欲 と

いった情意面 にも大 きく関係 してい

るからである。それに 「良い授業」と

い う定義も難 しい。そ うした授業評価

の難 しさはあるものの,授 業の良し悪

しを決 めるのは結局児童だ と思 う。児

童が意欲的に学習に取 り組んだか,新

しい気づき ・発見があったかだ。言い

換えると,児 童が授業に満足 し自分の

成長 を実感 したかどうかである。
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図10学 年の終わりに書いた児童の感想

授業の良し悪 しは,決 してテス トの平均点だけで判断すべ きではないと思 う。そのため

本稿では,ノ ー トや授業中の様子で児童の姿をみていった。 ここに紹介 した児童 の声は一
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部であるが,教 科書の内容を理 解 ・記憶するだけではな く,意 欲的 ・主体的に授業に参加

し 「楽 しい体験」 をしていたことがわかる。 「授業が楽 しい」・「授業で理科が好きになる」

ことは,テ ス トでいい点を取 ることには直結 しないかもしれない。 しかし,本 稿で報告 し

たように,教 科書通 りではなく児童の主体性を重視 した授業を続 けていると,ひ いては理

解 ・知識 につながるのではなかろ うか。以前の学校での児童の感想文だが,そ のことを示

している(図10)。

V.終 わりに

授業を変えたいと思っても,教 師個人ではどうにもできない現実問題がある。教師の仕

事が多すぎるのである。生徒指導 ・保護者対応 ・事務処理 ・校務分掌。増えていく 「プロ

グラミング教育」などの新しい授業。さらに今は,コ ロナ感染対策,オ ンライン授業,タ

ブレット端末を使った授業など。初めて経験することばかりである。そのため,大 切な授

業の準備に費やす時間がほとんどないのが,教 育現場の実情である。今,盛 んに 「働き方

改革」が叫ばれているが,火 急に解決すべき問題である。こうした現場の状況を変えるに

は文部科学省 ・教育委員会 ・校長などの力に依るところが大きい。ぜひ,"本 気になって"

教師の働く環境を変えていって頂きたいものである。

では教師個人は何もできないのか。そ うではない。一人ひとりの教師にもできることが

ある。それは自分の授業を 「もう一度考えてみる」ことである。小学校の教師の中には,

理科が苦手で,教科書の内容をそのまま教えるだけで精一杯とい う教師も多いようである。

私も以前は,植 物教材が大の苦手であった。そんな私が植物教材を好きになったのは,植

物観察会や理科授業の研究会などで学び,植 物の不思議さ・素晴 らしさに気づき,「 植物

を学ぶ楽しさ」を経験 したからである。自然を学ぶ楽 しさの経験は,児 童に理科を教える

ときの大きな原動力になる。学ぶことで 「授業に対する考え方」が変わり,「 教材の引き

出し」も増える。それは必ず児童へと還っていく。今回の私のいろんな試みを全部まねる

ことは難しい。ただほんの少 しでも,私 の実践が多忙な教師の役立つならば幸いである。

最後に,「 現場の教師が声を上げ,そ の声に管理者が真摯に耳を傾け,共 に教育を創っ

ていこう」とい う姿勢が十分でない我が国の教育界において,現 場の生の声を発表する貴

重な機会を与えて下さった 『フォーラム理科教育』編集委員の方々に深謝いたします。
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